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要旨 : 

超電導磁石用極低温構造材料として期待される新しいタイプの 316 系のオーステナイトス

テンレス鋼を開発した。この鋼は，低 C 高 N の 316LN に V を添加したもので，4K にお

いて十分なる強度とじん性を有し，かつ安定な非磁性状態を呈する。これは (1)溶体化状態

においてと，(2)それに続く Nb3Sn を析出させるための時効硬化熱処理を行った状態のいず

れにもあてはまる。とくに(2)の現象は，Wind-and-React 法による超電導磁石の製作に応用

しうる。この現象は，Cr23C6 の粒界析出に先立って VC が粒内に析出して，Cr23C6 析出

が抑制されることによるものである。 

  

Synopsis : 

A new AISI-


















